
 

 

 

日本行動計量学会会報 第 140 号                                 2014 年 3 月 1 日 

1 

 
 

“「調査は死んだ」か？” 

柳原 良造 

「調査は死んだ」．この一言は，本学会理事長

も務められた水野欽司先生が，昔私との会話の中

で発せられたもので，以来 20 余年，私の胸にた

たんできたものである．厳しさで知られた先生流

の言い回しであるが，少々刺激がきついので，私

が“か？”を付け加えた．これで少しは意味の幅

が広がったと思う．そうまでしてこの一言を明ら

かにするのは，この一言に水野先生の調査ヘの想

いが，こもっているからである．なお，ここでい

う調査とは，CIEのペルゼル氏の指導下，林知己

夫先生達が完成させた日本型のランダムサンプリ

ングサーベイを指す．水野先生は，この種の調査

の回収率の急落を目にして，“何とかせねば…”，

“死なせてはならぬ…”との想いを，こんな表現

で語られたのである．決して見放されたわけでは

ない．現にその後先生は，現実を体感すべく，自

ら協力拒否標本に訪問面接を行うなど，痛々しい

努力も行われた．不幸にも難病のため早く亡くな

られたが，私は，先生は調査に殉じられたと思っ

ている． 
これらを目にした私がそれで何をしたかを自

問すると胸が痛い．機会あるごとに調査の意義，

調査の重み，調査の科学性や科学的手続きの重要

性，調査の社会的有用性等を話し語り合っても来

たが，私如きが何を言おうとそよ風にもならず，

無力をかこつばかりで過ぎてしまった．この間に

社会も，人心も，ライフスタイルも，そして，各

種技術も大きく変化し，多種多様な調査あるいは

調査もどきが幅をきかせ，正統派とみられる調査

の影が薄まって，下手に正論を吐こうものなら，

たちまち化石人間と分類される世となったようで

ある．そんな世であるが，日本型のランダムサン

プリングサーベイを，なんとか残しておきたい．

その気持ちから，誰に，何を頼めば良いかを考え

た時，最初に浮かんだのが住民基本台帳の活用有

無である．日本型標本調査で，他国と異なる特長

は，サンプリング台帳として住民基本台帳が用い

られ得た（と過去形で書かねばならぬのは誠に残

念）ことで，おかげで調査結果が正確となり，世

界に誇れるものであった．この住民基本台帳の活

用も，楽にできたわけではない．住民基本台帳法

制定当初は問題なしであったが，’80 年代になっ

て当時の自治省が同法に定める公開原則条項を削

除し民間の閲覧禁止をはかった．これに対し閲覧

権を守るため産学が手を携えて反対運動や陳情，

説得を重ね，日弁連の意見書提出などもあり，や

っと公開が維持された．先輩の先生方が守られた

住民基本台帳閲覧権であるが，先年の個人情報保

護法制定時にはさしたる議論も反対もなく，ひっ

くるめて法適用となり，同法 50 条の適用除外に

僅かに学術関係研究者および機関のみがあげられ

るにとどまった．これは，民間では，学者や学術

機関のみが閲覧を認められることであり，上記し

た住民基本台帳からのサンプリングが可能なのは，

学者や学術機関のみとなったということである．

折角与えられたこの活用権を我々は生かすべきで

ないか．頼むべきひとつはこれの活用でないかと

考えた．                        
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次に，誰に頼むべきかである．各学会の中で調

査を研究分野に持つのは，われわれ日本行動計量

学会であり，日本型無作為標本調査の維持発展を

担えそうなのは，当学会員であろう．絶滅危惧種

レベルでもよい，この日本型無作為標本調査は，

日本の調査の原型であり，お手本であり，数多い

調査の評価基準となる，いわば調査におけるメー

トル原器のような存在である．又この調査法開発

のいきさつや開発者について考えるとき，この調

査法を継続維持し，そして研究を引きつぐことは，

本学会員の務めではないかと思う．そう考え，本

学会員から“私がその役を引き受けよう”という

方の出現，また機会を得ればこの調査法をできる

だけ多く採用しようとする意のある方の出現・増

加を期待するわけである．そこまで打ち込むのは

どうもと思われる方々には，調査の機会があれば，

できる限りこの調査法を採用していただけるとあ

りがたい．というのは，この採用者が多ければ多

いほど住民基本台帳の利用が増えるはずである．

程々の利用がないと低利用は不要の証しとして閲

覧禁止とされる惧れの出ることが心配である．  
視点が変わるが，調査結果や研究成果を発表さ

れる時，社会に広く成果をオーバー気味に喧伝す

ることも有用である．私の経験した反対運動やそ

うでない日頃の活動のなかでも，調査があまりに

も知られなさすぎるため，無理解や誤解を生んで

いることを，体験することが多い．まずは知られ

なければ無いのも同然である．無知が無理解を生

み，無理解が無視を導く．知られることは，つま

らないようで大事なことで，調査への理解や協力

を得るための土壌作りであり，基本でもあろう．

これらなくして調査協力度の好転等望むべくもな

く，回収率の上昇は，果たされそうにない．また，

調査が社会にどう役立っているのかも，知られる

べき重要事項である．皆様の研究成果発表時には，

その研究の過程での調査の果たした役割に加えて，

その研究が社会にもたらした，あるいはもたらす

はずの役立つものは何かも報告する方が良いと考

える．社会の大方の人々にとっては，調査がどう

だこうだよりも，要するに世の中でどんな役に立

ったのかが知りたいことであろう．私の経験では

「日本人の読み書き能力調査が日本語を救った」

との話を語ると，退屈気味の聞き手の目がこの時

だけは輝く．林知己夫先生からは，よく“工学的

立場に立て”と教えられたが，そのような立場を

とる本学会員の研究から，この種の話題のタネは，

いくつも出てくると思われる．               

まだるっこいことではあるが，そして俗っぽい

話でもあるが，この種の活動を根気よく続けるこ

とで，やっと調査の意義が理解され協力を期待で

きる素地ができるものなのであろう．良い実りの

ための土づくりのようなもので，泥臭く根気よく

続けるしか方策がない．一気に成果を挙げられる

ような妙手などあるはずもないのである．水野先

生がされた苦労もこのようなもので，今だからで

きる特別なことを見出せないのは残念であるが，

本来調査とは愚直に進めねばならぬものなのであ

ろう．“調査が死なぬため”水野流愚直を続けねば

ならぬと，決心しているところである． 
（やなぎはら・りょうぞう，日本行動計量学会名

誉会員） 
 

柳原 良造（やなぎはら・

りょうぞう） 

株式会社マーケッテイン

グ・サービス顧問 

早稲田大学第2政治経済

学部経済学科卒，1959年

（株）マーケティングセン

ター勤務，1965年（株）

マーケッテイング・サービス創立，社長，会長，2004
年同社顧問．本学会では，運営委員，理事，監事を

歴任． 
 

 
 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 140 号                                 2014 年 3 月 1 日 

3 

柳井晴夫先生御逝去のお知らせ 

ご自宅で療養中だった柳井晴夫先生が，平成25
年12月21日15時30分にご逝去されました（行

年73歳）．同28日に通夜が，同29日に葬儀・告

別式が，しめやかに執り行われました．謹んで故

人のご冥福をお祈り申し上げます． 
柳井晴夫先生は，本学会では，過去に理事長を

2 期（1994 年4月～2000 年3月）お務めになら

れ，今期においても理事，欧文誌編集委員，刊行

物委員，資料アーカイブス委員会委員長を在任さ

れ，現職として活躍されておられました． 
本学会では，学会誌や次号以降の会報にて柳井

晴夫先生の追悼を予定しております． 
 
 

役員異動のお知らせ 

 

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・学会賞選考委員会 

委員長 繁桝 算男（就任） 

委員長 吉野 諒三（退任） 

 

・資料アーカイブス委員会 

委員長 森本 栄一（就任） 

副委員長 森本 栄一（退任）  

 

・第二次学会活性化検討委員会 

・委員 

稲水 伸行（就任） 

岡田 謙介（就任） 

小柴 満美子（就任） 

小杉 考司（就任） 

清水 昌平（就任） 

鶴見 裕之（就任） 

寺井 あすか（就任） 

星野 崇宏（就任） 

 

 

資料アーカイブス委員会委員長就任 
にあたって 

 

資料アーカイブス委員会委員長 

         森本 栄一（株式会社ビデオリサーチ） 

 
この度は，柳井晴夫先生のご逝去に伴い，後任

として資料アーカイブス委員会の委員長に就任さ

せていただくことになりました． 
委員会の活動としましては，生前，柳井先生と

話を進めさせて頂いていました学会設立直後に刊

行されました数理科学の特集号「行動計量」（1974
年2月）のアーカイブス化を進めると共に，その

他学会設立時の資料の整備を進めて参りたいと思

っております． 
会員の皆様におかれましては，当時を知る貴重

な資料などございましたら，資料アーカイブス委

員会までご連絡をいただけましたら幸いに思って

おります． 
 

森本 栄一（もりもと・えいいち） 
株式会社ビデオリサーチ 

ソリューション推進局主事 

東京工業大学大学院社会理工学研究科

経営工学専攻博士課程単位取得退学．

株式会社日立製作所を経て，2003年ビ

デオリサーチ入社．2009年から，日本

行動計量学会理事． 
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第2次活性化委員会委員長就任 
にあたって 

     

第2次活性化委員会委員長 

繁桝 算男（帝京大学） 

 
第2次活性化委員会が発足し，私が委員長にな

ることになりました．認めたくはありませんが，

物理的には私も馬齢を重ねてきました．それなの

に，行動計量学会の将来を考えるのは不適切かも

しれません．しかし，自省してみますと，若い時

よりも，今のほうが将来のことをもろもろ考えて

いることに気付きます．どうやら，単純に，過去

の時間の長さを将来に投影しているのかもしれま

せん．また，私以外は，すべての委員がキャリア

が浅く，若く新鮮な眼で自らの研究や学会の将来

を見る人たちを集めました（委員のリストを最後

にあげます）． 
 そもそも，この活性化委員会の構想は，岡太理

事長の問題意識から発しているようです．理事会

から与えられた課題は，｢行動計量学会も既に 40
年近くの歴史を持つが，会員数の減少など若干の

沈滞，停滞が指摘されている．第2次活性化委員

会には学会の活動を基本から見直し，今後学会が

目指すべき道を示す．｣というように理解していま

す．本委員会が，第2次とされるのは，第１次活

性化委員会（岡太委員長）があったからです．そ

れからかなりの年月がたちましたが，ある種の問

題は依然として残り，また，新しく取り組むべき

問題も発生しているようです． 
 本委員会は，すでに，予備の会と第１回の委員

会を持ち，議論の様子は，2月10日の理事会に報

告いたしました．そこでは，学会の基本理念につ

いて，また，個別の問題について，また，行動計

量学の中の処分や，隣接する諸分野の動向につい

て，若い研究者に対する魅力を高める方策などに

ついて熱心な話し合いを持ちました． 
個別の問題としては， 
a．組織・総会・理事会・委員会・事務局 
b．広報 
c．大会・シンポジウム・合宿セミナー・研修会 
d．刊行物及びHP・学会誌・会報 
e．表彰制度 

f．学会との協力 
g．国際化 

に分け，それぞれについて具体的な提言をするつ

もりです．また，行動計量学の各分野及び関連す

る分野の現状と課題については， 
a．社会学（社会調査を含む） 
b．教育 
c．心理 
d．経済・経営 
e．医学・生物・薬学 
f．工学 

に分け，それぞれの分野で，当該分野の現状を整

理し，行動計量学として，それぞれの分野で発展

するテーマやアプローチを示唆するつもりです． 
 本委員会は過度にフィージビリティに影響され

ず，行動計量学の将来について自由に提言したい

と願っております．皆様におかれましても，リス

トにある委員に近い方がいらっしゃれば，その委

員を通して，また，あるいは，私に直接にご意見

を伺えればうれしく思います．どうかよろしくお

願いいたします． 
 

委員 

・稲水伸行（筑波大学） 

・岡田謙介（専修大学） 

・小柴満美子（埼玉医科大学） 

・小杉考司（山口大学） 

・清水昌平（大阪大学） 

・鶴見裕之(横浜国立大学) 

・寺井あすか(東京工業大学） 

・星野崇宏（名古屋大学） 

 

オブザーバー（理事長） 

・岡太彬訓（多摩大学） 

 

繁桝 算男（しげます・かずお） 
帝京大学文学部教授 

東北大学教育学部助教授，東京工業

大学工学部助教授，総合理工学研究

科教授，東京大学総合文化研究科教

授をへて，2009年より現職．大学入

試センター入学者選抜研究機構客員

教授．東京大学名誉教授． 
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運営委員会より 

運営委員会委員長    

大森 拓哉（多摩大学） 

 
平成26年度研究部会の募集（募集期間延長） 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります．

活動経費は，地域部会については1部会上限5万

円程度，研究グループは1部会5万円（採択件数

は優れた研究計画若干）です．地域部会について

は，都心部から東京近郊までを主たる活動地域と

する部会を考えておりません．平成 26 年度の募

集は 1 月 31 日（金）で締め切りましたが，応募

枠に余裕がありますので追加募集を下記要領で行

います．なお，採否の審査結果は，4 月中にお知

らせする予定です． 
 
○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

下さい．）： 
（1）地域部会：研究部会名，代表者，参加予定

者（会員・非会員別），助成希望金額，活動予

定（この順序で書くこと） 
（2）研究グループ：研究部会名，代表者，参加

予定者（会員・非会員別），研究計画，活動予

定（この順序で書くこと） 
 
○応募締切：平成26年3月31日（月）必着 
 
○送付先（問合せ先）： 
日本行動計量学会運営員会委員長 
大森拓哉 
ohmori@tama.ac.jp 

 
なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 
をご参照下さい． 

第16回春の合宿セミナーのお知らせ 
第16回春の合宿セミナーを以下の日時・場所

にて開催いたします． 
 
〇日時：2014年3月13日（木）～14日（金） 
 
〇場所：帝京大学八王子キャンパス 

（東京都八王子市） 
 
〇内容・スケジュール： 
第1日目（3月13日） 
10:00～ 開会・オリエンテーション 
 
開会後～12:30 【全体講演】 
1-1-1  
・欠測データ解析から統計的因果推論へ：近年の

動向とガイドライン 
星野崇宏先生（名古屋大学） 

 
13:30～17:00 【コース別講義】 
1-2-1 
・Mplusによる構造方程式モデリング入門 
清水裕士先生（広島大学） 

1-2-2 
・R入門 
橋本貴充先生（大学入試センター） 

 
第2日目（3月14日） 
10:00～12:00，13:00～16:30【コース別講義】 
2-1-1 
・Stanによる新しいマルコフ連鎖モンテカルロ法 

岡田謙介先生（専修大学） 
2-1-2 
・ベイジアンネットワーク入門 
本村陽一先生（産業技術総合研究所）・ 
石田和宏先生（株式会社 NTT データ数理シス

テム） 
2-1-3 
・マルチレベルモデリング入門 
杉澤武俊先生（新潟大学） 
※「マルチレベルモデリング入門」は，昨年 9
月に開催された大会時チュートリアルセミナ

ーと同一です．定員オーバーのためご参加いた

だけなかった方々も是非ご参加下さい． 
 
なお，3 月 13 日 午後のコース終了後から懇親

会を行います（参加無料）．また，両日とも，1食
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700 円でお弁当（お茶付き）をご用意いたします

（参加申し込み時にお申込み下さい）． 
 
〇参加費 

事前支払 当日支払 

準会員 2,500 円 4,000 円

学生非会員 4,000 円 5,000 円

会員 5,000 円 6,000 円

一般非会員 9,000 円 10,000 円

 
振込先は申込み時にご連絡いたします．なお，

事前支払は3月5日までにお振込み下さい．それ

以降になりますと当日支払になります． 
お申込みやセミナーの詳細につきましては下

記ウェブサイトをご覧下さい． 
https://appsv.main.teikyo-u.ac.jp/~satoru/societi
es/bsjspringseminar16/ 
 
お問い合わせは 

bsj-spring at iap.bunken.co.jp 
までお願いいたします（atを@に変えて下さい）． 
 
 
第98回行動計量シンポジウムのお知らせ 
独立行政法人産業技術総合研究所 本村 陽一 

 
第98回行動計量シンポジウムの以下の日時・

場所にて開催いたします．今回は「ビッグデータ

からの価値創出―『グロース戦略』を実現する共

有・共創・協働のプラットフォーム―」をテーマ

とし，ビッグデータ活用に関心をお持ちの実務家，

研究者，学生にお集まりいただきたく思います． 
詳細は以下をご覧下さい． 

 
〇日時：2014年3月21日（金・祝）13:00～18:00

（受付12:30～） 
 
〇会場：産業技術総合研究所臨海副都心センター 

別館11F 
https://unit.aist.go.jp/waterfront/access
/index.html 

 
〇費用：無料（事前登録制） 
 
〇共催：日本行動計量学会，独立行政法人産業技

術総合研究所（予定） 

〇プログラム 
・講演 1「成長を実現するためのビッグデータか

らの確率的潜在意味解析と構造的モデリング」 
 石垣司氏（東北大学） 
・講演 2「デジタルマーケティングにおける戦略

的データ活用」 
 本橋永至 氏（横浜国立大学） 
・講演 3「新たなデータ活用プラットフォームに

より実現する共有・共創・協働する社会に向け

て」 
本村陽一氏（独立行政法人産業技術総合研究

所） 
・トークセッション「成長，イノベーション，地

域活性化のためのデータ活用：ビッグデータに

何を足し，何を引き出すか？」 
モデレータ：本村陽一 氏（独立行政法人産業

技術総合研究所） 
 
〇懇親会（参加費無料） 
 
〇ポスター・デモ展示 
・共通ポイントカード履歴データからの複数業種

店舗間遷移の分析 
・確率的潜在意味解析による非パーソナルデータ

化によるプライバシー保護 
・ベイジアンネットワーク技術等を活用したダイ

レクトマーケティング支援サービス 
・twitter分析による消費者像の推定 
・食とライフスタイルに関する調査研究 
・社会知ネットワーク   など 
※内容は変更になる場合もございます．予めご

了承ください． 
 
〇詳細および参加登録 

第98回行動計量シンポジウムのサイト 
http://lab.synergy-marketing.co.jp/activity/bsj
_98th?utm_source=bsj&utm_medium=textli
nk&utm_campaign=bsj 
をご確認下さい． 

 
〇お問い合わせ先： 
第98回行動計量シンポジウム実行委員会 
bsj-sympo98@synergy101.jp 
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広報委員会からのお知らせ 

 

広報委員会委員長   

松本 渉（関西大学） 

 

メールニュース配信システムを変更しました 

前号（139号）でお知らせしましたように，メ

ールニュースの配信を，ASAHINETのメーリングリ

スト(ML)から，マイページの機能を利用した配信

（マイページに登録したメールアドレスに配信）

に移行いたしましたのでここにご報告いたします． 

12/24以降，差出人<日本行動計量学会>（アド

レス bsj-post@bunken.co.jp）から下記のメール

ニュースが配信されているかと思います． 

（12/24）[bsj-ml 414] BSJメールニュース(メール配信システム

変更完了のお知らせ) 

（12/25）[bsj-ml 415] BSJメールニュース(訃報：柳井晴夫先生) 

（12/26）[bsj-ml 416] BSJメールニュース(シンポジウム「質問

紙の科学：その可能性と展望」のおしらせ) 

・・・・・・・・・・ 

万一上記のメールニュースが届いていない場

合は，マイページ内の登録が正確でない可能性が

あります．その場合は，下記のマイページの入力

欄で登録内容をご確認下さり，指定アドレスの登

録・変更を行ってくださるようお願いいたします． 

 
 

会報の同封物の取扱いのご意見を募集します 
会報の広告（学会の目的に沿うものに限る）は，

以前より有料で掲載を受け付けております．しか

し，同封物については，本学会からのお知らせや

大会のプログラム等を扱うことがありますが，そ

れ以外のものについては規定がありません． 
現在，広報委員会では，同封物の取り扱いを検

討しています．ご意見のある会員の方がおられま

したら，ご忌憚なくお寄せ頂ければ幸いです． 
 

 

広報依頼の受付のページを開設しました 

 2014年1月31日より，広報依頼の受付のペー

ジ（http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html）
を開設いたしました． 
今後は，下記のような入力フォームから掲載希

望をお受けできるようになりましたのでよろしく

お願いいたします． 
 

 
 

これまで，会報とインターネット関係（メール

ニュース，Webなど）の掲載依頼は別々に受け付

けておりましたが，複数の媒体で配信する依頼も

多いため，窓口を統一した方が分かりやすいと判

断いたしました。そのため，上記のフォームでは，

掲載希望媒体を該当するもの全てをお選び頂けれ

ば，それぞれの担当者に届くようになっています． 
 なお，フォームにおさまりきらないような複雑

なケースにつきましては，個別にやり取りをさせ

て頂く予定です． 
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2014年度統計関連学会連合大会のお知らせ 

（第一報） ― 企画セッションの公募 ― 

運営委員会委員長  山田剛史（岡山大学）  
実行委員会委員長  大森裕浩（東京大学）  
プログラム委員会委員長  西郷浩（早稲田大学）  

  
1．2014年度統計関連学会連合大会について  

2014年度統計関連学会連合大会は，応用統計学会，

日本計算機統計学会，日本計量生物学会，日本行動

計量学会，日本統計学会，日本分類学会の共催によ

り，2014 年 9 月 13 日（土）から 16 日（火）まで

東京大学本郷キャンパス（http://www.u-tokyo.ac.jp/ 
campusmap/map01_02_j.html）で開催いたします．

初日の 9 月 13 日は，チュートリアルセッションお

よび市民講演会，9月14 日から16日までは，企画

セッションなどの一般講演に加えコンペティション

やソフトウェアセッションなどを予定しています．   
  
2．企画セッションの公募  
  統計関連学会連合大会プログラム委員会は，市民

講演会，チュートリアルセッション，企画セッショ

ン，コンペティションセッション，ソフトウェアセ

ッション等を担当しております．統計関連学会会員

の皆様でご意見やご提案をお持ちの方は是非お知ら

せ下さい．   
  また，企画セッションに関しましては，今回もこ

れまでどおり公募いたします．広い意味で統計学の

発展への寄与，統計学の社会的使命に関わる企画の

ご提案を歓迎いたします．なお，応募が多数の場合

にはプログラム委員会で調整させていただくことも

ありますのでご了承下さい．  
  企画セッションの申込みに際しては，セッション

のテーマとねらい，オーガナイザーの氏名・所属・

連絡先，予定講演者と演題名をメールにてお知らせ

下さい．企画セッション 1 件あたりの時間は 120
分を予定しております．講演件数・講演方法などは，

この時間の範囲で自由に設定いただけます．  
企画セッション応募締切り：2014年3 月5日(水)  
企画セッション応募先：kikaku2014(at)jfssa.jp 

 (at)を@に置き換えて下さい．  
担当責任者：黒住 英司（一橋大学） 
 
3．その他の準備状況のご報告 
3.1 コンペティションについて 

  「コンペティション講演」に関わる事項はつぎの

通りです．コンペティション講演は，研究内容とプ

レゼンテーションの能力を競う企画です．参加資格

は 2014 年 4 月 1 日時点で満 30 歳未満の若手研究

者（博士後期課程院生をふくむ），または，講演時に

学部学生や修士課程（または博士前期課程）院生（年

齢を問いません）です．連名講演の場合，コンペテ

ィション対象者は実際に口頭発表する方です．なお，

研究報告の申し込み時点でコンペティション対象者

は，共催６学会のいずれかの会員でなければなりま

せん．ただし，申し込みと同時に入会手続きをする

方も含みます．また，事前審査は行ないません．申

し込んだ有資格者全員がコンペティションに参加し

て頂けます．審査は，報告集の内容と当日の口頭発

表に対して，各学会から選出された審査員による総

合的な評価で行います．  
  
3.2 チュートリアルセッション，市民講演会，ソフ

トウェアセッションについて  
  9月13日に以下のようなチュートリアルセッショ

ンおよび市民講演会を開催予定です．多くの市民や

研究者の方々にとって有益な内容ですので皆様の参

加をお待ちしています．  
 ＜チュートリアルセッション＞  
テーマ１：公的統計データの二次的利用（仮題）  
講    師：小林 良行（総務省統計研修所）  
テーマ２：依頼中  
講    師：依頼中  
＜市民講演会＞  
総合司会：渡辺 美智子（慶應義塾大学）  
テーマ１：統計からみた保険の仕組み  
講    師：杉田 健（三井住友信託銀行）  
テーマ２：漱石の目指した統計科学  
講    師：椿 広計（統計数理研究所）  
  
3.3 一般講演申込，報告集原稿提出，事前参加申込

について 
  一般講演や参加の事前申込み，報告集原稿提出は

ホームページ上で行います．一般講演申込の締め切

りを 5 月下旬（予定）とし，それ以降，報告集原稿

提出および参加事前申込の締め切りを設定いたしま

す．確定した期日や具体的な企画は，2014年4月下

旬ごろの第二報でお知らせいたします． 
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【シリーズ海外レポート⑥】  

オーストラリアにおける組織連携と研究事情 

～社会科学系（会計学）を中心として（後編）～ 

 上野 雄史（静岡県立大学） 

 

 前回のレポートでは，筆者の分野（会計学）に

おけるオーストラリアの特徴は，学会，職業人団

体の横断的な繋がりにあることを取り上げた．グ

ローバル化し，複雑化した問題に対応するために

は，横断的な協力関係が必要である．オーストラ

リアにおける事例はそのモデルケースとなるかも

しれない． 
今回のレポートでは，前回に引き続きオースト

ラリアを取り上げ，その研究上の特徴（会計学の

分野が中心になるが）を述べていきたい． 
 
オーストラリアにおける研究上の特徴 
今回は前号の組織連携に関するインタビュー

調査の他に，シドニー郊外にあるMacquarie大学

を訪問する機会があり，その中で大学教員・院生

と交流する機会（主に会計学を領域とする分野に

限定されるが）が得られた．そこで伺った話に基

づき研究上の特徴についてお話ししたい． 
オーストラリアの研究上の特徴としては，私の

知りうる限りであるが，二つのパターンに分けら

れると思われる．一つは，トップジャーナルへの

投稿を基本として，研究スタイルもそれに合わせ

て行うケースである．もう一つは，トップジャー

ナルへのチャレンジは行うものの，研究スタイル

について独自のものを模索していくケースである． 
 トップジャーナルへの投稿を優先的に考えれば，

言うまでもなく一番効率的なのは前者なのである．

研究の手法面で，そのジャーナルに受け入れやす

いスタイルを取らない限り，ジャーナルへのアク

セプトは難しい．会計学の分野では，株式市場デ

ータと財務データを使い，経済モデルを援用する

形で行う実証研究が主流で，その次に経済モデル

（ゲーム理論などを使った）を応用して会計学の

モデル構築を行うことが多い．しかしながら，今

回訪問したMacquarie大学では，大学教員・院生

ともに後者を選択しているケースが多かった．  

 
Macquarie 大学の院生と（9 月 12 日にキャンパ

ス内の広場にある噴水で撮影） 
 
 彼ら（彼女ら）は，いわゆる質的研究を主なス

タイルとして採用しており，量的なデータに基づ

いた実証研究を行っていなかった．質的研究は，

決められた質問に対してオープン・クエスチョン

で答えてもらい，それを一定の手法に基づきコー

ディングなどを行い，分析する手法である（質的

研究には様々方法があり，この方法に限定されな

い）．この手法は量的な研究とは異なる側面のデー

タが得られやすい．例えば，特定の質問項目に限

定されない形で答えているため，ひとり一人の回

答者のデータが豊富に得られる．一方で，コーデ

ィングの手法や，サンプリングの問題（インタビ

ューの数をそれほど集められない）などから科学

的な手法としては問題視されることが多い．しか

しながら、質的研究手法は、個々のインタビュー

アーの特性をより的確に、記述的に捉えることが

できる手法であるため、心理学、教育学、看護学、

福祉学、医学などの実践領域において使われるこ

とが徐々に増えてきている。会計学もやはり、経

済学などとは一線を画す実践領域であるため、質
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的研究を活用できる可能性がある。彼ら（彼女た

ち）が質的研究を重視するスタイルを取っている 

のは、いち早く先駆的な研究にチャレンジしてい

ると言えよう。 
彼らの論文はトップジャーナルになかなかア

クセプトされず悪戦苦闘している．新しい手法を

取り入れるのは先駆的とも言えるが，その手法に

対するレフェリーの抵抗感が強い．しかしながら，

量的な実証的研究ではアメリカの研究者と競うこ

とは難しい．オーストラリアの会計学の研究者た

ちは，こうしたジレンマを抱えながら，独自の道

を模索していることが窺えた． 
 

オーストラリアの事例からの示唆 
前回のレポート（前編）と今回のレポート（後

編）の話を総括してみたい． 
 日本は英語が母国語ではなく，地理的，人口に

おいてもオーストラリアとは全く異なる．今回の

インタビューを通じて多くの人が「オーストラリ

アは小さな国である」ということを強調していた

ことが印象的であった．国土は大きくとも，人口

が少ないため，比較的容易に組織連携を行いやす

い環境にある． 
日本とオーストラリアで置かれている立場は

異なるものの，見習うべき点はいくつかあると考

えられる． 
まず組織連携については，日本の学会も学ぶべ

きであろう．近年，日本の社会科学系においては

様々な学会が新しく組織されることが多い．こう

した学会の増加は，社会の変化に伴う学問領域の

多様化を反映しているともいえ，特定の分野をよ

り集中的に研究する必要性が高まってきていると

評価できるかもしれない．しかしながら，学会が

多くなると，各学問上のテリトリーが発生し，縦

割化する側面もある．オーストラリアの横断的な

組織編制を見習うべき点は多いのではないだろう

か． むやみに学会を増やすのではなく，学会の組

織編制を工夫したり，学会での研究者相互間の連

携を活発化させることに重きを置く必要があるよ

うに感じている． 

また研究手法についての独自性も同じことが

言えるかもしれない．特に，社会科学系において

は米国や英国の研究成果は我が国に強い影響を与

えており，その手法を取り入れることで研究を発

展させてきた側面は強い．しかしながら，グロー

バル化し，世界がますます小さくなってくる中で，

いつまでもフォロワー（追従者）ではなく，独自

の研究の方向性を出していくことも時に重要なこ

とかもしれない． 
現在，日本はGDPで世界第三位になっており，

他の国（インド）にも抜かれると予想されている．

そうした中で，存在感を発揮するためにはどうす

べきかを考える時期に来ているのではないだろう

か．社会科学系の分野は，経済的な国のパワーと

リンクするところが大きい．例えば，ファイナン

スの実証分析では，日本ではなく中国のデータを

使った方が論文のアクセプトがされやすいとも言

われている（この点は未確認なので話半分に聞い

ておいて欲しい）．  
日本を研究拠点として研究している場合に，ど

ういった点で世界に存在感を示せる研究成果を出

せるのか．さらに，社会科学において複雑化した

諸問題が発生する中で，組織がどうやって横断的

な連携を強めて問題解決に当たっていくのか．オ

ーストラリアの事例が問いかけるものは多いので

はないだろうか． 
 
 
上野 雄史（うえの・たけふみ） 

静岡県立大学経営情報学部 

講師 
関西学院大学大学院博士課程後期課

程修了．博士（商学）．静岡県立大学

助手を経て，2010 年 4 月より現職．

2012 年から日本行動計量学会広報

委 員 を 担 当 ．

E-mail:ueno@u-shizuoka-ken.ac.jp 
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理事会議事録 

2013年度日本行動計量学会第3回理事会議事録 

日時：2013 年9 月4 日（水）18：10～19：30 
場所：東邦大学理学部5 号館5205 教室 
議事進行 岡太彬訓理事長 
出席者 青木繁伸，飽戸弘，足立浩平，今泉忠，

大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美

子，鄭躍軍，中山厚穂，橋本貴充，林文，松本渉，

森裕一，吉野諒三，村上隆 
 
資料 
1．2013 年度第1 回理事会議事録案 
2．2013 年度第2 回理事会議事録案 
3．日本行動計量学会会則改正案（第 2 回理事会

承認済み） 
4．日本行動計量学会会則改正案 
5．2013 年度総会議事次第案 
6．和文誌編集委員会報告 
7．欧文誌編集委員会報告 
8．Behaviormetrika の著作権移譲手続きについ

て 
9．IBIS2013 
10．医療情報連合大会 
 
議事 
1．2013年度第1回・第2回理事会議事録確認お

よび承認 
菊地事務局長より，資料 1，２にもとづき，議

事録案が示され，承認された． 
 
2．第41 回大会 
菊地大会実行委員長より，大会の進行状況が報

告された．この時点までで258名が参加したこと

が報告された． 
 
3．第42 回大会 
青木担当理事より，第42回大会は，平成26年

9 月 2 日（火）～5 日（金）の日程で，東北大学

川内北キャンパスにて開催される予定であること

が報告された． 
 
 

4．会則改正 
菊地事務局長より，資料 3，4 にもとづき，前

回理事会で承認された資料3の内容から資料4の

内容に変更する提案があり，総会にて承認を得る

こととなった．また，理事会議決の必要手続等に

ついては内規を設けることとなった． 
 
5．総会関係 
菊地事務局長より，資料5にもとづき，総会次

第の確認が行われた． 
 
6．各委員会報告 
・編集委員会 
林委員長・和文誌編集委員長より，資料 6，7

にもとづき，合同委員会を開催したことおよび投

稿編集状況の報告があった．また，橋本理事より，

資料8にもとづき，著作権移譲の手続きの進め方

について提案があり，手続きを進めることとなっ

た． 
・運営委員会 
大森委員長より，チュートリアルセミナーの開

催報告，春の合宿セミナー，行動計量シンポジウ

ムの開催予定が報告された． 
・広報委員会 
松本委員長より，会報，メール，学会ウェブサ

イト，facebookの運用状況および入会案内リーフ

レット，他学会への広報等について報告された． 
・大会担当委員会 
森委員長より，大会運営マニュアルを整備する

との報告があった． 
・事務局 
菊地事務局長より，入会の申請報告・会員種別

変更報告があり，承認された．また，退会の報告

があった．資料9，10にもとづき，協賛の依頼が

あったことが報告され，承認された． 
 
7．その他 
・横幹連について 
今泉担当理事より，来年度以降の参加について

検討することが報告された． 
・次回理事会開催は平成 25 年 11 月 11 日（月）

18時～大学入試センターにて開催予定． 
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

 
☆数理社会学会第57回大会  

開催日：2014年3月7日～8日 
開催場所：山形大学小白川キャンパス 
http://www.jams-sociology.org/?p=1024 
 

☆第8回日本統計学会春季集会  

開催日：2014年3月8日 
開催場所：同志社大学今出川キャンパス良心館 
http://www.jss.gr.jp/ja/convention/spring/08/JSS
spring2014.html 
 

☆ＮＨＫ放送文化研究所「2014年 春の研究発表

とシンポジウム」 

開催日：2014年3月12日～14日 
開催場所：千代田放送会館 
http://www.nhk.or.jp/bunken/ 
 

☆第33回社会言語科学会研究大会  

開催日：2014年3月15日～16日 
開催場所：神田外語大学 
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 
 

☆日本発達心理学会第25回大会  

開催日：2014年3月21日～23日 
開催場所：京都大学 百周年記念館および吉田南

キャンパス 
http://www.jsdp.jp/conf2014/ 
 

☆第9回日本感性工学会春季大会  

開催日：2014年3月22日～23日 
開催場所：北海道大学工学部 
http://www.jske.org/taikai/jske9s/ 
 

☆ソーシャル・キャピタルワークショップ「社会

学からみた社会関係資本」 

開催日：2014年3月23日 
開催場所：日本大学法学部10号館      

https://www.law.nihon-u.ac.jp/access.html 

☆AAPOR 69th Annual Conference 

開催日：2014年5月15日～18日 
開催場所：The Anaheim Marriott in Anaheim, 
California 
http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_Confere
nce.htm#.UoIK3OKGdzQ 
 

☆日本方言研究会 第98回研究発表会  

開催日：2014年5月16日 
開催場所：早稲田大学 
 

☆日本語学会2014年度春季大会  

開催日：2014年5月17日～18日 
開催場所：早稲田大学 早稲田キャンパス 
http://www.jpling.gr.jp/taikai/2014a/2014a_ 
meeting.html 
 

☆日本計算機統計学会第28回大会 

開催日：2014年5月17日～18日 
開催場所：中央大学 
 

☆応用統計学会2014年度年会  

開催日：2014年5月22日～23日 
開催場所：統計数理研究所 
 

☆2014年度日本計量生物学会年会  

開催日：2014年5月23～24日 
開催場所：統計数理研究所 
 

☆日本言語学会第148回大会 

開催日：2014年6月7日～8日 (予定) 
開催場所：法政大学 
 

☆マーケティング・サイエンス学会第95回研究

大会 

開催日：2014年 6月21日～22日 
開催場所：関西学院大学 上ヶ原キャンパス 
http://www.jims.gr.jp/conf.php 
 

☆日本認知心理学会第12回大会 

開催日：2014年6月28日～29日 
開催場所：仙台国際センター 
https://www.sal.tohoku.ac.jp/psychology/cogpsy
2014/index.html 
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☆第55回日本社会医学会総会  

開催日：2014年7月12日～13日 
開催場所：名古屋大学東山キャンパス 
 

☆XXVII International Biometric Conference 

(IBC 2014) 

開催日：2014年7月6日～11日 
開催場所：Florence, Italy 
http://www.ibs-italy.info/ 
 

☆East Asian Junior Sociologists Forum 

開催日：2014年7月13日 
開催場所：パシフィコ横浜 
https://sites.google.com/site/eajsf2014/home 
 

☆World Congress of Sociology (WCS) 2014  

開催日：2014年7月13日～19日 
開催場所：パシフィコ横浜 
http://www.wcs2014.net/ 
http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 
 

☆Twelfth World Meeting of International 

Society for Bayesian Analysis（ISBA2014） 

開催日：2014年7月14日～18日 
開催場所：Cancun, Mexico 
http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_ 
Conference.htm#.UoIK3OKGdzQ 
 

☆第46回日本医学教育学会大会 

開催日：2014年7月18日～19日 
開催場所：和歌山県立医科大学紀三井寺キャンパ

ス 
http://www.aeplan.co.jp/jsme46/index.html 
 

☆The 20th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2014) 

開催日：2014年8月17日～21日 
開催場所：Anchorage, Alaska, USA 
https://www.signup4.net/Public/ap.aspx?EID= 
201445E&OID=50 
 

☆日本看護研究学会第40回学術集会  

開催日：2014年8月23日～24日 
開催場所：奈良県文化会館，奈良県新公会堂 
http://www.c-linkage.co.jp/jsnr40/index.html 
 

☆日本行動計量学会第42回大会 

開催日：2014年9月2日～5日 
場 所： 東北大学川内北キャンパス 
http://bsj.wdc-jp.com/2014/ 
 

☆第24回日本家族社会学会大会  

開催日：2014年9月6日～7日 
開催場所：東京女子大学 
 
☆第16回日本感性工学会大会  

開催日：2014年9月4日～6日 
開催場所：中央大学 
 

☆WAPOR 67th Annual Conference 

開催日：2014年9月4日～6日 
開催場所：Nice, France 
http://wapor.org/67th-annual-conference/ 
 

☆日本心理学会第７8回大会  

開催日：2014年9月10日～12日 
開催場所：同志社大学今出川キャンパス 
http://jpa2014.com/ 
 

☆2014年度統計関連学会連合大会  

開催日：2014年9月13日～16日 
開催場所：東京大学本郷キャンパス 
 

☆第28回日本音声学会全国大会  

開催日：2014年9月27日～28日 
開催場所：東京農工大学小金井キャンパス 
 

☆日本教育心理学会第56回総会  

開催日：2014年11月7日～9日 
開催場所：神戸国際会議場 
http://www.edupsych.jp/soukai/ 
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☆日本計算機統計学会第28回シンポジウム  

開催日：2014年11月14日～15日 
開催場所：沖縄科学技術大学院大学 
 

☆日本言語学会第149回大会  

開催日：2014年年11月15日～16日（予定） 
開催場所：愛媛大学 
 

☆第87回日本社会学会大会  

開催日：2014年年11月22日～23日 
開催場所：神戸大学 
 

☆Joint 7th International Conference on Soft 

Computing and Intelligent Systems and 15th 

International Symposium on Advanced 

Intelligent Systems (SCIS&ISIS2014) 

開催日：2014年12月3日～6日 
開催場所：北九州国際会議場 
http://www.scis2014.org/ 
 
☆第31回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

（ICP2016）  

開催日：2016年7月24～29日 
開催場所：パシフィコ横浜 
http://www.icp2016.jp/ 
 

☆The 21th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2017)  

開催日：2017年6月25日～27日 
開催場所：大宮ソニックシティ 
 

 
 
 

公募・求人情報 

 

☆公益財団法人生命保険文化センター「平成26

年度生命保険に関する研究助成」のご案内 

 
公益財団法人生命保険文化センターが，新進研

究者の，生命保険およびこれに関連する研究を支

援することを目的として助成を行います．申請書

提出締切は平成26年4月30日（水）必着です．  
詳細につきましては公益財団法人生命保険文

化センターのホームページをご覧下さい． 
http://www.jili.or.jp/research/josei/index.html 
 
☆長崎大学大学教育イノベーションセンター（女

性限定）公募のお知らせ 

〇所属：長崎大学大学教育イノベーションセンタ

ー 
○職名：教授又は准教授（女性に限定して公募） 
○募集人員：1名 
○採用時期：平成26年10月1日から平成27年

3月31日までのできるだけ早い時期 
○任用期間：常勤（任期なし） 
○応募資格：①女性，②博士の学位を有する者あ

るいは着任時までに博士の学位取得が確約で

きる者，③業務を行うに必要なデータ収集・解

析，データマイニング・テキストマイニングに

かかわる研究業績を有すること，④高等教育分

野の研究業績を有すること，⑤長崎市又はその

近郊に居住できる者 
○公募書類提出締切日：平成26年3月31日必着 
○問い合わせ先：長崎大学大学教育イノベーショ

ンセンター事務室学生支援部教育支援課教養教育

班主査（教育改善）入口忠義 
E-Mail  kyoyo_jimu@ml.nagasaki-u.ac.jp 
TEL 095-819-2077／FAX 095-819-2259 
○公募情報のリンク（長崎大学大学教育イノベー

ションセンター）：http://www2.redc.nagasaki-u. 
ac.jp/infodtl.php?no=44 
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会員の著書等 

 
猪口孝（編著） 

『アジアの情報

分析大事典』，西

村書店，2013年9
月． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イアン・ハッキン

グ（著）（広田す

みれ・森元良太

訳）『確率の出現』，

慶應義塾大学出

版会，2013年12
月． 
 

 

 

 

 

 

 

 

樋口耕一（著） 

『社会調査のた

めの計量テキス

ト分析—内容分

析の継承と発展

を目指して』，ナ

カニシヤ出版，

2014年1月． 
 

 

 

 

 

 

 

 
上田雅夫（著） 

『ビッグデータ

に踊らされない

ための統計デー

タ使いこなし術』，

宝島社，2014 年

1月． 
 

 

 

 

 

 

 

 

小杉考司・清水

裕士（編著） 

『M-plus と R
による構造方程

式モデリング入

門』，北大路書房，

2014年1月． 
 

 

 

 

 

 

 

 

社 会 調 査 協 会

（編）『社会調査

事典』，丸善出版，

2014年1月． 
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稲水伸行（著）

『流動化する

組織の意思決

定 エージェ

ント・ベース・

アプローチ』，

東京大学出版

会，2014 年 1
月． 
 

 

 

 

 

 

 

 

朝野熙彦（編

著）『ビッグデ

ータの使い

方・活かし方』，

東京図書，

2014年1月． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

  
学会大会で発表された研究などをできるだけ

論文として投稿して下さい．お待ちしております． 
 

和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 日本行動計量学会  
林 文 和文誌編集委員長 宛 
E-mail: jbehaviormetrics@gmail.com 
 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 
電気通信大学大学院情報システム学研究科 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 
E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 
 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて

全文公開（無償での公開）しております．電子ア

ーカイブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の

著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著者か

ら得る必要があります．1999年の総会以降刊行さ

れた論文については，著作権は日本行動計量学会

に帰属するよう規定が明確に定められましたが，

それ以前に掲載された記事等の著作権は，明確に

定められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会への

著作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返事

をいただいていない著者の論文は，本来は著者か

らの権利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
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ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2014年2月21日現在) 

正会員       ： 783名 （海外7含む）

準会員       ： 49名  
名誉会員      ： 14名  
賛助会員      ： 22社  
シニア会員     ： 28名  
計         ： 896名  
 
学会誌等寄贈先 ： 

 
8件 

 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801  
東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 
 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 
（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 
 
 

マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   
パスワード：1973 

 
 
求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法で申し込んで下さい． 
 

 

会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄への出稿（有料）に出稿される広

告は，以下で受け付けています．ただし，広告は，

学会の目的に沿うものである必要があります． 
〒162-0801  
東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 
 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後2年を経過しないもの）

や，会員に関係があると思われるシンポジウム，
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セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情報も

含む）などの情報を含め，会員の皆様から原稿を

募集しております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度から，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が

創設されました．出版賞では，会員の過去3 年程

度に刊行された優れた図書の著者・訳者が対象と

なっています．本会報の「会員の著書等」の紹介

コーナーは，会員の方々が著書等を出版されたこ

とをアピールできる数少ない機会であると思いま

すので，優れた書籍の推薦や情報の提供などをお

寄せいただけますようお願いいたします．なお，

会員の方がご自身で出版された著書についてご連

絡いただく際には，書誌情報とともに（出版社か

ら入手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号141号の場合には4月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 
不明な点などございましたら，広報依頼の受付

よりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 
 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました．今後も，これまで

と同様に皆様からのご意見をお伺いしながら，皆

様のお役に立てるような魅力ある充実した会報と

なるように努めていきたいと考えております．ご

意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われ

る情報などございましたら，ご連絡下さいますよ

うお願い申し上げます． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・ 

鄭躍軍・朴堯星・星野崇宏・ 

山田剛史 

相談役：森裕一 

 

 

 

訂正のお知らせ 

2013 年 12 月発行の会報 第 139 号のP. 2 内

の「役員異動のお知らせ」の第二次学会活性化

検討委員会繁桝算男委員長のお名前の漢字表記

とP. 12内の「次回大会のお知らせ」のタイトル

に誤りがありました．訂正をお知らせするとと

もに，心からお詫び申し上げます．今後はこの

ようなことが無いように細心の注意を払ってい

きたいと思います．ご迷惑をお掛けし申し訳あ

りませんでした． 
 
P. 2，「役員異動のお知らせ」の第二次学会活性

化検討委員会委員長名 
 誤）繁枡 算男 
 正）繁桝 算男 
 
P. 12，次回大会のお知らせのタイトル 
 誤）日本行動計量学会第41回大会のお知らせ

 正）日本行動計量学会第42回大会のお知らせ
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